
第 34回山口県理学療法学術大会プログラム 

 

特別講演 11：20～12：20 海のホール        

テーマ 「摂食嚥下障害に対して、理学療法士が果たすべき使命 

～多職種連携における嚥下理学療法の役割～」 

 座長：市野 敏亮 

講 師 

大阪医療大学 医療看護学部 理学療法学科 設置準備室       

理学療法士 内田 学 氏  

 

  

市民公開講座 14：30～15：30 海のホール      

テーマ 「“誤嚥”から守る、未来の食卓。～誰でもできる、新しいケアのカタチ～」 
 座長：市野 敏亮 

講 師 

 一般社団法人オンライン臨床 代表理事   

言語聴覚士 長岡 菜都子 氏 

 

  

対面企画Ⅰ（現地開催のみ） 10：10～11：10 宙のホール     

テーマ 「体組成による『見える化』は筋肉評価の精度を上げる」 
 座長：山本 悟 

講 師 

フィット N＋ 代表            

理学療法士 中江 誠 氏  

 

  

対面企画Ⅱ（現地開催のみ） 13：10～14：10 宙のホール    座長：宇野 健太郎 

テーマ 「リハビリテーション栄養（各論：食事摂取が進まない方へどう対応するか）」 

講 師 

 脳神経筋センターよしみず病院       

 言語聴覚士 大月 悠 氏   

 

  

  



専門領域シンポジウム（現地開催のみ） 15：40～16：40 宙のホール  座長：水野 博彰 

シンポジウムテーマ 

「各専門領域からみたリハ栄養との関わり ～摂食嚥下機能の最新レビューを含めて～」 

シンポジスト 

＜運動器領域＞ 

下関看護リハビリテーション学校    

 理学療法士 渡邉 一也 氏 

 

シンポジスト 

＜内部障害領域＞ 

山口県立総合医療センター       

 理学療法士 三浦 正和 氏 

 

  シンポジスト 

＜神経領域＞ 

 

山口リハビリテーション病院      

 理学療法士 山下 修平 氏 
 

一般演題（口述発表 1・2、ポスター発表、セレクション演題発表）    

  

学会アフタートーク（現地開催のみ）  

１１月３０日（日）１８：００～２０：００  定員：３０名（先着順・事前申込制） 詳細は、ホームページ トップ画面へ。 

 

☆オーディエンスアワードについて☆  

本学会では口述発表 1・2の演題を対象に、オーディエンスアワードを実施いたします。これは口述発表１・２を聴講し

た学会参加者が、それぞれ聴講した演題に対して 1～5点の点数をつけて投票し、平均点の最も高かった演題をオ

ーディエンスアワードとして表彰いたします。 

 

本学会による登録理学療法士、専門・認定理学療法士更新に関する履修点数について 

学会発表 専門・認定理学療法士更新 20点 

学会参加 登録理学療法士更新（カリキュラムコード 136：咀嚼・摂食・嚥下 5.5ポイント） 

認定・専門理学療法士更新に関わる点数（5.5点） 

専門理学療法士資格取得に関わる要件（3コマ） 

特別講演 登録理学療法士更新（カリキュラムコード 137：咀嚼摂食嚥下の理学療法 1.0ポイント） 

認定・専門理学療法士更新 1.0点 

市民公開講座 登録理学療法士更新（カリキュラムコード 108：栄養・代謝障害 1.0ポイント） 

認定・専門理学療法士更新 1.0点 

対面企画Ⅰ 登録理学療法士更新（カリキュラムコード 140：リハビリテーション栄養 1.0ポイント） 

認定・専門理学療法士更新 1.0点 

対面企画Ⅱ 登録理学療法士更新（カリキュラムコード 128：廃用症候群 1.0ポイント） 

認定・専門理学療法士更新 1.0点 

シンポジウム 登録理学療法士更新（カリキュラムコード４５：エビデンス（根拠）に基づく理学療法 1.0ポイント） 

認定・専門理学療法士更新 1.0点 



タイムテーブル 

 


